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平成 30 年度 事 業 計 画 書 

公益社団法人 岩出市シルバー人材センター 

 

１．基本方針 

我が国の景気は、穏やかな回復が続くなか、人手不足を背景に、雇用環境は安定

した状況が続いています。これに伴い、岩出市シルバー人材センター事業の契約金

額は飛躍的に増加し、ここ３カ年で４割以上に及ぶ伸びを記録しました。 

また、会員数も、平成 27 年度末に４百名台に達しましたが、以降も順調に増加

が続き、いよいよ５百名台に到達しようとしています。 

働く意欲のある高齢者に一人でも多く入会・就業してもらうことがシルバーの本

来的な使命であり、“人生 100 年時代はシルバーから！”を合言葉に、引き続き会

員拡大に努める必要があります。 

そうした状況の下、岩出市シルバー人材センターは、平成 30 年度においても高

齢者の受け皿としての機能を十分果たし、「地域社会の支え手」を実践できるよう、

以下の３項目を重点目標に掲げ、積極的な取り組みを進めます。 

 

Ⅰ 請負、委任に基づく事業及び派遣事業の拡大、発展により会員の就業拡大を目

指し、地域社会への貢献に努めます。 

Ⅱ 会員増強とシルバー事業の普及啓発活動に取り組みます。 

Ⅲ 安全・適正就業の推進に努めます。 

 

２．事業実施計画 

（１）受託事業の拡大 

   公共機関、民間事業所及び一般家庭等から、高齢者にふさわしい仕事の受注と 

開拓に努め、会員の知識、経験、技能を生かせる就業の場の確保と提供に積極的 

に取り組んでいきます。 

   また、多くの業種における人手不足分野の担い手として、派遣事業の拡大に向 

け、積極的な取り組みを展開します。 

  ① 岩出市役所他公共機関との緊密な連携 

  ② 事業所・企業等への訪問、ＰＲ 

  ③ 専任のコーデイネーター職員の配置 

  ④ その他事務局スタッフの充実強化 

 

（２）会員増強と普及啓発活動の展開 

事業発展の原動力は会員確保にあり、健康で働く意欲のある高齢者の加入促進

について、積極的に取り組んでいきます。 



  ① チラシ、パンフレット、ポスター等による広報啓発 

  ② 「１会員１人紹介運動」の推進 

  ③ 広報「シルバーいわで」によるＰＲ－7月・12月（年 2回発行） 

  ④ 岩出市広報誌「広報いわで」への募集広告掲載 

⑤ ホームページの開設他多様な手段により、幅広い市民への広報・宣伝 

⑥ 新入会員への説明会開催（原則月 1回＋臨時） 

  ⑦ 役員及び会員へのポイント付与制度の推進 

  ⑧ 地域貢献活動（ボランテイア）の取り組みと市高齢者交流事業等への参画に

よる普及・啓発 

 

（３）研修会・講習会等の開催、参加 

会員の就業に必要な知識や技術習得のため、講習会や研修会を開催するととも

に、関係機関による研修会等にも積極的に参加します。 

  ①会員の健康管理、交通安全等一般研修の開催 

 ②職群別の技能講習等の開催 

③県シルバーセンター連合会主催の各種講習会の取り組み（厚生労働省補助事業） 

④県、市他関係機関主催の研修会等への参加 

    

（４）安全・適正就業の徹底 

会員の安全確保は最重要課題であり、「安全はすべてに優先する。」を基本に取

り組むとともに、シルバー事業としての就業形態についての理解を深め、安全・

適性就業を徹底します。 

  ① 安全・適正就業講習会、研修会の開催 

  ② 安全・適正就業に関する情報提供（事故事例、改善事例等） 

  ③ 安全委員による就業現場への巡回 

  ④ 各種大会（安全就業関係）、研修会等への参加 

  ⑤ 就業時の服装、必要備品の整備及び装備 

⑥ 長期就業の是正とワークシェアリング（仕事の分ち合い）の推進 

 

（５）健康、福祉活動の推進 

   会員の健康管理は安全就業の基本であり、自主管理に努力するよう啓発します。 

  ① 定期的な健康診断受診の促進 

② 会員の親睦旅行等の実施（1泊 2日のバス旅行、年 1回） 

  ③ 福利厚生部会を中心とした会員の福利厚生の充実 

 

（６）子育て支援事業の充実 

岩出市シルバーセンター設立以来、市の委託を受け取り組んでいる学童保育事

業は、現役世代を支えるとともに、幅広く就業機会を提供するうえでますます重

要な課題となっており、今後とも積極的な推進を図ります。 



  ① 指導員の増強と指導員体制の確立 

  ② 各種研修の開催、県他公的機関主催の研修参加による指導員の資質向上 

  ③ 学童保育野外活動「保護者も一緒に遊ぶ運動会」の開催 

④ 「読み聞かせ」など、魅力ある保育事業としての取り組み、工夫 

 

（７）諸会議等の開催 

 ① 定時総会 年 1回 

   ② 理事会 原則として月 1回開催 

   ③ 諸会議の開催 

    ・総務委員会・広報部会・福利厚生部会、 

・安全委員会 

定例委員会 4・6・8・10・12・2 ／月 

就業現場巡回 
必要に応じて随時対応する。 

安全講習会 

 

（８）事業目標数値 

   県シルバーセンター連合会主唱により検討されている次期中長期計画目標値

を展望しながら、次のとおりの平成３０年度自主目標数値達成を目指し、精力的

に取り組みます。 

① 会員数 ５２５名（対前年度末比：１０５％） 

② 就業率 ８８％（前年度水準並み） 

③ 契約額 257,000 千円（対前年度比：１０５％、請負・派遣事業合算） 

 

 


